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レコーダ」では 64 件，「注視」では 129 件の文献が得































　選定された文献 23 件中 22 件は使用した機器の種類
が記載されていたが，1 件は不明であった。Nac 社製
の頭部装着型視線計測機器を用いた研究は 20 件あり，
中でも EMR8，EMR8B を用いた研究が 13 件と最も
多かった。2008 年にモバイル型視線計測機器 EMR9







































同一か所に 3 フレーム（0.10 秒）以上視線が停留した
場合を注視と定義した文献は 4 件，4 フレーム（0.13 秒）
以上とする文献は 2 件，5 フレーム（0.17 秒）以上と









　対象者数 5 名以下の文献は 5 件，6 ～ 10 名は 6 件，



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作の同時計測．じんもんこん 2005 論文集 2005．
9-14．
三林洋介，土屋文人，竹ノ内敏孝他（2008）：医薬品
調剤時における視線計測とヒューマンエラー．電子
情報通信学会技術研究報告．108（49）：9-12．
佐藤美紀，大津廣子，曽田陽子他（2011）：看護師と
看護学生の静脈血採血時の視線軌跡の違い．愛知
県立大学看護学部紀要．17：7-14．
下田宏（2005）：第 2 回　視覚系指標の計測．ヒュー
マンインタフェース学会誌．7（2）： 139-144．
塩田琴美，高梨晃，野北好春他（2009）：視線行動と
姿勢制御の関連性についての検討　高齢者と若年
者の比較．理学療法．24（6）：821-825．
相知敏行，山中英生，北澗弘康他（2012）：自転車走
行時の注視分析とサイン種別の評価．土木学会論文
集 D3．68（5）：I909-I916．
多田昌裕，飯田克弘，倉内文孝他（2013）：運転者挙
動解析に基づく ITS 合流支援追突防止情報提供
サービスの効果検証．土木学会論文集 D3．69（1）：
1-11．
高比良祥子，山田貴子，吉田恵理子（2016）：看護学
生が認知する術後観察場面での看護師の関わり．弘
前医療福祉大学紀要．8（1）：59-66．
知念輝佳，神里志穂子，野口健太郎他（2010）：視線
を用いた舞踊動作の特徴抽出．全国大会講演論文集．
第 72 回：5-6．
上田雄義，秋山庸子，泉佳伸他（2004）：視線計測を
用いた二重課題条件下での歩行の検討．ライフサ
ポート．21（4）：149-157．
内山秀彦，木下愛梨，渕上真帆他（2014）：馬の外貌
に対する人の視覚認知．東京農業大学農学集報．
59（3）：192-199．
